
第4回 がんに関する普及啓発懇談会 資料  

プレイプサークル  

“BRAVECIRCLE”大腸がん撲滅キャンペーンについて   

～大腸がん検診受診率50％以上に向けた民間・行政連携による啓発活動～  

大腸がん撲滅キャンペー ン  

平成21年5月22日  

プレイプサークル運営委員会 事務局 山岡正雄  

キャンペーン開始の背景  lilし＼＼トト11ミートト   

【増えている大腸がん】  

大腸がんの死亡者数は、この20年で2倍以  

上に増え続け、2020年までの予測で男女を  

合わせた日本人のがん羅患散の一位になっ  

ています。  
出  

「がん統計自書2004」より算出  
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がん罷患数の推移  
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【早期発見・治療でほぼ完治】  

大腸がんは早期発見・早期治療により  

lまぽ100％完治します。  

「一ニーニゝ  

【低い検診受診率】  

検診対象者の約柑％しか大腸がん検診  

（便潜血検査）を受けていません。  

＼⊥ミ≡こ  
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大腸がん検診啓発の開始  

大腸がん検診対象世代である40歳以上の男性・女性を主なターゲットとして  

広く継続的に検診受診を呼びかけるプレイプサークルを2007年2月に開始。  

【段階的な情報発信】  【ムーブメント化】  
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人口推計月報（総精省）単位：万人  

シンボルマークと音楽   
【    ナ ■1守二∵ィ∴ト ／  

【名称＆シンボルマーク】  

大腸がんに向き合う勇気“8RAVE”をもち、輪・仲  
間“CIRCLE’●を広げて、大腸がんで亡くなる人を  
減らしていこう、というメッセージが込められてい  

ます。  

【音楽：キャンペーンソング】  

40歳以上の検診対象世代を“音楽の力’’で惹き  

つけて、大腸がんの現状や大腸がん検診受診の  

大切さを呼びかけます。  

【基本メッセージ】  

大腸がんの現状や大腸がん検診受診の大切さを  

理解していただくため、4つのメッセージを発信し  

ています。  

・大腸がんが増えています  

・早期発見・治療でほぼ完治します  

・早期では自覚症状がはとんどありません  

・定期的な検診の受診が大切です   
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活動連携拡大イメージ  

プレイプサークルは、がん対策推進基本計画の「がん検診受診率を50％以上」と  
いう目標を啓発面でサポートしたいと考え、大腸がん検診の啓発を行なっています。  

各種啓発活動の展開  けlく＼＼l（llミl’‡】  

複数企業や団体、行政と連携しながら、大腸がん検診受診の大切さを呼びかけ  
る各種啓発活動を継続的に展開しています。  

（蛍  

ひろけょう、大場がん検診の輸．  

ウオーキング   

醗碧空．デ王号与‰㍍‡崇三  
、        ■  

公開フォーラム  

Webサイト  トークイベント  
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〔認知〕大腸がんについて知っていただく  

【行政後援啓発ポスター掲示】  

44都道府県から後援・協力を得て、公共施設等に  
大腸がん検診啓発ポスターを配布・掲示しました。  
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ひろげよう、大腸がん検診の輸。  
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【原宿ファッションジョイボード文化展】  

駅の大型ボード17面を全面利用した文化イベント「原宿ファッションジョイボード文化展」  

で大腸がん検診の啓発ボードを掲載しています。  

出展期間  
抽出場所  
主  催  
銀  塊  
特別協賛  
協  賛  
出  演  

2008年9月24日～2009年8月下旬  
JR原宿駅（ま京）  

プレイフサークル運営委員会、（財）日本交通文化協会  
東京都、（財）訂本対がん協会、日本がん検診・診断学会  
がノンパスメディカルシステムズ㈱  
栄研化学㈱、ブリストル・マイヤーズ㈱  
加議和彦氏、今井美紀氏、原元美紀氏  

〔認知〕大腸がんについて知っていただく  

【BRAVECtRCLELNE2008】  

活動趣旨に賛同したアーティストが参加する音楽イベントを開催し、参加アーティスト一人  
ひとりが約3000名の来場者に向けて、大腸がん検診の受診を呼びかけました。  
翌朝の民放各局の情報書組で参加アーティストのメッセージが紹介されました。  

日時場所：2008年1月28日（月）NHKホール（東京）  

主  催：BRAVE・CIRCLEuVE2008運営費且会、TOKYOFM、テレビ朝日  
後  捷：東京都、（財）日本対がん協会 はか  
特別協賛：オリンパスメディカルシステムス㈱  協 賛：栄研化学㈱  

出  演：加藤和彦氏、大王妙子氏、トBLOOD、情原敬之氏、元ちとせ氏  

OrangePekoe、ゴンチチ、佐藤竹書氏  

【BRAVEC［RCLE・ウォーク ～歩いて学ぶ。定期検診の大切さ！～】  

1000名以上が参加するウオーキングのコース上チェックポイントで大腸がんに関するクイ  

ズが出題され、ゴール後は医師やアスリート達による大腸がんトークイベントが行なわれま  
した。当日夕方や翌朝に民放の情報番組、新聞等で紹介されました。  

2008年5月24日（土）みなとみらいエリア（構浜）  

BRAVECIRCLE・ウオーク2008運営費且会  
神奈川県、横浜市健康福祉局、（財）日本対がん協会 ほか  
がノンパスメディカルシステムズ㈱  
栄研化学㈱、ブリストル・マイヤーズ㈱  
勅使川原郁吉氏、萩原次晴氏、千葉買手氏、ルー大柴氏  
今村清子先生（横浜市立市民病院）、関谷亜矢子氏（トーク司会進行）  

日時場所  
主  催  
後  援  
特別協賛  
協  賛  
出  演  
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〔理解．行動〕検診受診に向けて背中を＿押し㊥、、川…  
【大腸がん撲滅県民フォーラム＆出前大腸がん検診受付】  

福井県とプレイプサークルが連携して公開フォーラムを開催し、500名の参加者に対して  
大腸がんの現状や検診の大切さを呼びかけました。  
会場のエントランスで、（財）福井県健康管理協会が受診希望層に対して大腸がん検診  
の出前受付を行いました。  

時：2008年8月10日（日）  
埠：福井県県民ホール  

催：福井県、（財）措井県健康管理協会  
捷：（社）捕井県医師会、BRAVECIRCLE運営委員  
賛：オノンパスメディカルシステムズ、栄研化学、ブリストル・マイヤース  

溝：山口明夫先生（福井大学医学部附属病院院長）  
松田一夫先生（県民健康センター所長）、黒沢年雄氏（俳億）  

【公開シンポジウム】  

大腸がん検診受診の大切さを解説する公開シンポジウムを開催し、延べ約6000名が  
参加しました。専門医による講演や、著名人と医師によるパネルデイスカツションを通  
じて、大腸がん検診・検査・治漬について解説しました。  

2007年2月～2008年3月  
2007年度 仙台、広島、名古屋、福岡、札幌、大阪  

2008年度 東京、熊本、札幌、楕島、神戸、岡山、青森、新潟会場  

読売新開、朝日新聞、北海道新聞．河北新報、熊本日日新聞ほか  

日本対がん協会ほか  
オリンパスメディカルシステムズ  協 賛：栄研化学 ほか  

各地の寺門医、大腸がん経巌の著名人等  

日  時  
場  所   

主  催  
後  援  
特別協賛  
出  演  

威．．  イベント参加者の意識  
！王  

参加後の大腸がん検診受診意欲   
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平成21年度啓発イベント  

全都道府県から後援をいただいて啓発ポスターを掲示したいと考えております。  

都道府県と連携して、ショッピングモール等の人が集まる囁で「日頃、大腸がん  
検診への関心が低い人々」の参加を促す啓発イベントの開催を予定しています。  
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